
3京都市会だより

常任委員会のしごと
常任委員会とは？
1
2

議員が分野別のグループに分かれて、市の仕事について、専門的に議論を行うために設置している。
１年を通じて、委員会ごとに毎月２回程度、会議や調査を行っている。

総務消防委員会（田中たかのり委員長）

環境福祉委員会（西野さち子委員長）

産業交通水道委員会（森田守委員長）

まちづくり委員会（松田けい子委員長）

文教はぐくみ委員会（江村理紗委員長）

京都市立芸術大学新キャンパス隣接地
（将来活用地）の活用に係る契約候補事業
者の選定（9/25）
京都市立芸術大学新キャンパスに隣接す
る約4,000㎡の市有地を活用し、京都の未
来を創造し、日本・世界に発信する新たな
拠点を生み出すプロジェクトの契約候補
事業者の選定について、議論しました。

京都市地域公共交通計画（素案）に
対する市民意見の募集（9/7）
地域の特性やニーズに応じた生活交
通を維持・確保し、持続可能なものと
していくための考え方や具体的な取
組を示した「京都市地域公共交通計
画」（素案）に関する市民意見募集につ
いて、議論しました。

宇治川オープンラボラトリー（京都大学防
災研究所流域災害研究センター）（9/7）
水と土砂に関連した実験を行っている施設
で、全国の大学・研究機関との共同研究のほ
か、消防・警察の訓練、市民の研修、報道等に広
く利用されている宇治川オープンラボラトリ
ーを視察しました。

①伏見工業高等学校跡地等における脱
炭素仕様の住宅街区の創出に係る公募
の実施（5/22）
伏見工業高等学校（令和６年３月閉校予
定）跡地等を活用し、脱炭素仕様の住宅街
区の創出、安心・安全、地域コミュニティの
活性化等暮らしの質の向上などの取組を
行う事業者の公募について議論しました。

スマート区役所構想（中間報告）（7/19）
デジタルデバイド（※）に配慮しつつ、区役所業
務のデジタル化を追求するスマート区役所構想
における、これまでの取組状況と今後の取組等
について、議論しました。 
※インターネット等の情報通信技術を利用できる方
とできない方との間に生じる格差

①令和4（2022）年観光客の動向等に係
る調査の結果（6/23）
直近のインバウンドを含む観光客の動向や
今後の観光客数回復に伴う混雑対策やマナ
ー啓発、観光客の分散等の取組などについ
て、議論しました。

②京都市商業集積ガイドプラン見直しに
関する市民意見の募集（9/8）
地域に密着した商業の振興を図りながら、
望ましい商業集積を実現することを目的と
した「京都市商業集積ガイドプラン」の見直
し案に関する市民意見募集について、議論
しました。

京都市火災予防条例の一部を改正す
る条例の制定について（5/19）

条例に定める電気自動車等に使用する急
速充電設備の位置、構造及び管理に関す
る基準や喫煙専用室標識の規定の整備に
ついて、議論しました。

②地域リハビリテーション推進センター、
こころの健康増進センター及び児童福祉セ
ンターの一体化整備後の新施設（8/8）
様々な課題を抱える方々への支援を推進し、全
ての人々が地域、暮らし、生きがいを共に創る

「地域共生社会」の実現を目的とした３施設一体
化整備事業におけるハード面・ソフト面それぞ
れの具体的な取組などについて、議論しました。

市立凌風小中学校（9/6）
全生徒に自校調理の給食を提供し、
中学生への食育においては、担任教
諭による給食時間中の食の指導、栄
養教諭の教科や特別活動への参加
等の取組を行っている凌風小中学
校を視察しました。
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報告聴取
　審 　 査　　本会議で審査を委ねられた議案や、市民の皆様からの要望である請願・陳情を審査する。
        　市の仕事について報告を聴取し、質疑や議論を行う。
一 般 質 問　担当分野全般にわたり、現状や将来に向けての方針の確認、政策提案等を行う。
他都市調査　他都市の先進的な事例や特色ある取組を調査する。
実地視察 　主に市内の施設等の現状を把握する。

議論の詳細は
こちら。

様々な活動
のうち、今

回は

「報告聴取
」などにつ

いて

紹介します
。


